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深 海動物 の採 餌行動 の観察

千野 力 １゙

今回の治航目的はほ海動物の採餌行動の・ 察にあり，合わせて的り漁法などの漁

獲逎程を解明する研究への応用も考えている。諤査方法は，餌としてクサヤモロを

ー尼ずつ繩につけ，水平と鉛直方向の２通りに展張した。潜航水域は，駿河湾・焼

津港南朿約15.5 マイル，水深1985m である。

善底の３時間前に投入されたトランスポンダのシンカーローブには，海底からｌ

ｍごとに高さ20m まで餌がっけてある。海底から８ｍ付近までアナゴの仲間が浮上

していた。このうち数尾のアナゴが，ｌｍの高さにある餌を腹側からキりで穴をあ

けるように，体を回転させて食いちぎ７ていた。シンカーロープ付近には，合計15

尾ほどが渠まうていた。このアナゴは体色が黒鳩色で，囗が頭部前端にあり蕃しく

小さいことから，コンゴウアナゴと思われる，また着底後まもなく，シンカーロー

プ付近にソコポウズか１尼山現した。

次に長さ25m 程の剛｢C 1.5m ごとに餌をつけた縄を，水平方向に潜水船のマニピ

ａレータを 使って延ば した。コンゴウアナゴや他のホラアナゴ科魚類が時間の経

遇にともな･7て，潮下からそれぞれの餌に君1がり摂愈行動を示した。また，深海性

のタラやガニ，エイを餌柘周辺で１個体ずつ糾察した。特にイバラヒゲと思われる

深海ダラは，海底に鳩たわる餌のクサヤモロを尾の方から丸呑みし， クサヤモロの

頭部を残して咬みきり泳ぎ去った。

着底から２時間ほど経過したのち，シンカーロープに沿って浮上しながら再び鉛

直方向の観察を行った。高さｌｍの叫は輹側の肉をかなり失っていたが，高さ２ｍ

から20m までの餌はまだ食べられている様 自まなかった。

以上により水平方向と鉛1賁方向に餌を設置した場合，ホラアナゴ科魚類は海底か

ら高さｌｍに吊された叫と海底に咲たわる餌を索餌できたが，今回海底上８ｍまで

浮上を観察したも勿の，２ｍ以ll の高さFこある叫に対する索叫能力は劣ることがわ

かりた。

Tsutomu CHINO*2

A  dive was done for observing the foraging behaviour of deep^ea animals

and  examining  tiie mechanism  of  a demersal longline gear. Blue mackerel

scad, Decapurus  macartlhis was  used as bait. We  set two  types of baited

ropes horizontally and verlicaUy ou the sea bottom  of 1985 m  deep. About

15.5 nautical miles south east distant from Yaizu  port in the Suruga  Bay.

The  transponder with a  baited sinker rope was  let co 3 hours  before
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the "SINKAI  2000'* landing on  the sea bottom. The  20 baits were moored

to Lite sinker rope at intervals of 1 m  above the botom.

Deep  sea eels rose up  to 8  m  above  the bottom.  Some  ate the bait

moored  1 in above the bottom  and rotating their bodies as augers. About  15

eels ga die red around the sinker rope.

The  skin colours of the eels were all dark brown  and their mouth  was

small and  terminally positioned. These  characteristics suggested that the

eels belong  to Simtnchclys  parasiticus. Soon  after the landing, only one

Spectnwculus  grandis also appeared near the sinker rope.

Using  the manipulator  of  the submersible, we  extended  the longline,

to which  the baits were  moored  at every 1,5 m  over 25 m.  Sunenchelys

parasiticus and  other  synaphobranchirie eels graduaJy gathered around  the

longline from  the lower set of a current, and ate the baits. A deep sea cod, a

crab, and  a  skate also apeared around  the hne. Especially the cod which

was  supposed  to be  Coryphaenoides  acrohpis came  to the bait from  the

lower  set and  swallowed  the baited blue mackerel  scad body  except  its

head.

We  made  vertical observation again along the sinker rope 2 hours after

the landing. The  bait at 1 m  high was lost in part of abdomen,  but the baits

above 2 m  high were remained the same in shapes and volumes.

The  observation suggests that the  synaphobranclune  eels cannot  eat

baits above 2 m  high although they were observed to rise up to 8 m  high.

1. は じめに

藤海恪.物の生息観察は，自山降ド式の深海 カメ

ラ， 曳航式の深海 カメラ，涓 水船などを月jいて行

われてい る．

たとえば． 米 スクリップ ス海洋研究所ではr1111

降ド式の藤海カメ ラに餌を 付けて， 深海動物の摂

食行動を覩察して きた． ところが，111が海底から

離れて浮いている状態だ･と， サメ や川|| 頌のメ ク

ラウナギなどは摂食で きずに 右rl=.ﾉ,｛往していた（ア

イザ･，クス・シ．ワル ツロー ズ，1975 ）．

漁業技術の研究でも， クｕメクラウナギなどは，

海底｛･1近 の釣り針 やｎ底延縄で 多く漁穐 されるこ

とから， 湖底sこ1衣作し た形の索餌行動を とり，海

底から無れた 」少iで，ll をとることは少 いもの と

考えられている（右兀. ）984 ）.

嚮綱・底ill刹・ 底延縄などの融法に おいて， 一

般に サメやメ クラウナ ギなどsこよる食’,11があ るこ

とを 考え ると， サメや メクラウナギなどの索1』|生

態を知ることは．漁爽技 術のI'll」こに役なつであろう．

・ 癶は，深海鳬物の素剛生態を潜 水船から 観察

する案をnfjfti63年度「しんかい2000 」迎111Jf･1111」と

して提111し， 似 ヽ|（ も駿河湾で の潜航を砲め ら11

8

た。 そして， 駿河湾の深海城にお いて戝 扣の魚 飢

の繁ll 生態を観察 するこ とがで きた。

2. 材料お よび方法

八丈島近 海で徇 れた クサヤモロを， 釦として 鞨

につり たものを ２通り川,ａし た。 一つは梅底ll を

鉛II‘i力･|;･|に，･6 う･･- 洌よ淘底上を水 ず力向に 屬張

し. en に111まる深海鵁物を|| 罠観事するとともに，

|ごデオカ メラなどにより記録を 行-1 た。

2.1　 鉛直方向 の餌付縄の仕 様

ト ランスポンダとおもりを結ぷ わら繩 （太さ12

・ ， 長さ茹 ｍ ）に， おもり 側からｌ ｍ間 隅に｜ 尼



づつ20尾の魚をつけ，海底上で高さｌ ｍから20m

まで臼 か広がるようにした。（図１）。

魚のつけ方は，体側に千枚通しで穴をあけ針金

を通し，それを魚体に巻きつけながら旄に結びつ

けた。

2.2　 水平方向の餌付繩の仕様

251 程゙のポリエチレンロープ（３本燃り，太さ

８・ ）の両端におもりをつけ，その間を1.5  mご

とにたこ糸でクサヤモロを１尾ずつつけた（図３

言 言 仁 子

■ I　l　l　i　　　･･　12　11　1 ●　IS　1●

図２　水平方向に咬置した餌付繩

Fig. 2　A baited r ｏｐｅ which was ｓel

horizontally

たこ糸のつけ方は，魚の凵から鰓へたこ糸（長

さ約60cm）を通し，頭頂側を経て再び反対側の鰓

から囗へ通し両端を結んだ。ロープへのつけ方は，

ストランド（枚糸）の撚りを少し戻してできる隙

間にたこ糸を通し，10clぐらい出した端を広げ輪

を作った。一方の喘の魚をこの倫の巾へ迦し。出

てきたたこ糸を引っ般り輪を強く締めた。

水平方向の餌付繩は，端から（しんかいａχ）O」

前而のペイロードラ･７クに収りつけた籠（50cmｘ

54）ｃａ人）へ順序よくコイル状に入れ。抑え板を上

側末端のおもりに結び嘔へ載せた。さらにマニピ

ュレータで板の上から押さえつけて，搬航11･に餌

付繩が箙から飛び山さないようにした。

以 上の方法は，河井・石橘（1986 ）や竹 之 内

(1987  ) を杏七にした。

2.3　 餌付縄の設置方法

山　 鉛直力向

IS田 年５川３日，焼津港南東約15.5 マイルの洵

城に到着し，すぐに測位川のトランスボｙダを投

人した。 22分後，トランスポンダは沌底に到着し

た。鉛【･1｛力向の創付糾の設置は，トランスホンダ

のシンカーローブが鉛II’しり･向の朋付糾を誑ねてい

たため，ト ラ冫スポンダの海庭到着と同時であ･，

た。

12】 水平方向

水平方向の創付祠の設置は，「しんかい2000J

の海底到着後|こ行われた。まず，籠からお もりの

ついた押え板をマニピ･｡レータでつかみ出し，海

ａ に・ いた。次に，潜水船を扱進させ，自然に籠

から刮と繩が出て行くようにした。再び，翻から

末端のおもりをマニピ･1レータでつかみ出し，海

底に置いた。最後Ic，たるんだ輜成りをマニピ。

レータで引っ張って直し，展張作業を終了した。

3. 観察結果

3.1　 鉛直方向の餌付繩

（11 着底時の観察

水深ＭＳ ｍの海底上で，餌が仕掛けられてから

２時間35分後に，海底から21）ｍの高さに吊されて

いる釧へ到着した。それから徐々|こ降下し海底か

ら８ 皿付近で，初めてアナゴの仲間を観察した。

さら|こ降下すると，このうち数尾のアナゴが，ｌ

ｍの高さIcある餌を駮側から牛りで穴をあけるよ

うに，体を回転させて食いちぎっていた。シンカ

ーロープ付近には，合計15尾ほどが架まっていた。

このアナゴは体色が黒褐色で，口が顛部前端にあ

り著しく小さいことから， コンゴウアナゴと思わ

れる。

また71底後まもなく，シンカーローブ付近にソ

コボウズが 】尾出現し，（しんかいａχ）O」へ近寄

るなどした後，泳ぎ去った。

c21 隨底時の観察

者底から２時間後，シンカーロープに沿って両

び観察をij つた。 シンカーロープに沿・ た海・ 上

力･で，コンゴウア ナゴなどを再び見ることはなか

ったが，ｌ ｍの高さにある餌は裂側の|人|をかなり

失りていた。また，高さ２ｍからＳ ｍまｌｙ〕齠|は

着底時の観察と同じ形をとどめており，まだ食べ

られている橡了･はなかｰ,た。

3.2　 水平方向の餌付綯

川 艇張時の観察

シンカーｕ－プのおもり付近から，鷦付繩の屬

張を始めたため，既にい集していたコンゴウアナ

ゴがllへ群がｰ･てきた。ゆｰ,くり移動しながら繩



を出している間にも，餌付繩が収納されている箆

の中へ，このアナゴが入って来た｡

121 待機中の観察

展弧を終えて，末端のおもり付近で待機してい

ると，コンゴウアナゴが，時間の経過dこ伴って潮

下から餌|こ群がり摂食行動を示した。しかし，ど

の鯛にもすぐ食いつくのではなく， 】尾が豼側か

ら食いついた佃|こはすぐ欷尾が群がり，盛んに槻

食を行った。

端から３番目の餌は，最初コンゴウアナゴが食

いついたが長続きせず前底|こ転がっていた。する

と，４パラヒゲと思われるソコダラ煩が１尾，潮

下から現れた。イパラヒゲは，餌から湖上へ通り

過ぎると，一度反転した。再び潮下から近づく

と，頭掛けのクサヤモロを尾の方から丸呑みにし

た。5 ～611 頭を・ り，ついにクサヤモロの頭部

を残して咬みきり，泳ぎ去った。

131 移動巾の観察

餌付繩dこ沿って移動しながら観察を試みた。餌

付縄を最初に設ｉ した端へ行くにしたかい，摂食

行動をするコンゴウアナゴは多くな-lた。後にＶ

ＴＲを再生して数えたところ，延べ40足ほどを観

察した。また，そのなかにコンゴウアナゴと異な

る。白色のフナゴのirlllSljが数尾みられた。

他には，エソ4 バラガニとガンギヱ４科のエイ

の仲間を。繩の周辺で１佃体ずつ覩察した。エソ

イバラガニは溯上から創へ向か｡ て移動し，コン

ゴウアナゴが近づくと，威嚇するよう左右の耿脚

を振りあげた。エイは海底を滑るようにして，ll

付近に沿って動く「しんかい20（X）」から遠さ･かっ

て行った。

3.3　 まとめ

水平方向と鉛直方1;･JIC11を設置した場合， ホラ

アナゴ馴は，梅底から高さｌ ｍｌこ吊された餌と海

底に倹たわる餌を索餌できた。しかし，今11118m

まで浮上を観察したものの，高さ２ｍから2q ｍま

での佃は原形をとどめており，２ｍ以上の高さに

ある餌Sこ対する索朗能力は， 劣 ることが わかっ

た。

4. 考察

4.1　 ホラフナコ'科魚類の生態について

gll 素即1・摂食行動

アイザックス・シ。ワルツロ ーズ(1975) によ

れば，ウナギやソコダラ類は，餌か湖底よりかな

り上にあって も，罟もなく兒っけ出すとした。こ

の場合，彼らの深海カメラは海庭から数メートル

程度しか離れないこと，また， ウナギがホ ラアナ

ゴ類を指すことなどが推察されるため，筆者と同

じような観察であったと思われる。

板本(1983)| こよれば，コンゴウアナゴはオヒ

・ウなどの大型魚lと寄生したり，無脊椎動物や死

んだ魚類を捕食する底生生活を宮んでいる。筆者

の観察では，コンゴウアナゴが潮下から餌のクサ

ヤモロ1ご近づき駮醂』からキリで穴をあけるように

盒い始めた。時sこは，このようなやり方で弱って

いる大型魚の体内へ食い込むのだろう。

421 遊泳層・分布密度

駿河湾においては，筆者の潜航洵城とほぼ同じ

海域に限っても，数多くの潜航が｢しんかい2(X)a｣

でなされている。そこで，いくつ かのビデオ記録

を参照した。それらによると，榊航中|こ観察され

るホラアナゴ蔔は。流れＲ:逆らって梅底付近で定

位している個体が多かった。しかし，参照した名

D  I VEH ：おいて，観察された ホラア ナゴ類は１

～２尾rll度だった。

その他の'μ例では，北jllほか(1! 政i) は ｒしん

かいａxx}｣ を使って三陸沖合い|こ涓り，航走しな

がら観察を行った。この崎は，イラコフナゴやコ

ンゴウアナゴが海底上１～２ｍのところを比較叭

多数が遊泳し，着嵯している個体はほとんどほら

れなかった。同海域は生産性の高い漁場であるた

め，漁船から投・ される宵機物や本来の匐料生羲

も多く，ホラアナゴ類は多くいるのだろう。

また，0hla()S3) は曳航式深海カメラをll.

いて，駿河捫にて人在帆メガロベントスの定fit濕

査を試みた。 海底上で流れに定位しているホ ラ７

ナゴ細を町1‘!に撮り｡ 】00平 米以 上の剥査 から

】(X)O平米ｉ り 】～２尾程度であるとした。

以j; の知11 により，ホラフナゴ髫iの迴泳IMは池

底1･I近であろう。しかし， 海戚より商さ８ｍぐこ

いまで浮,|･｡することもある。 また，ホラアナゴｌ

は駿 河湾水深ｘ(X)mliij後の海底11で，まぱらなり



態で分布していると思われる。

13】 飼料の誘引効果

筆名･は， シンカーロープのおもり付近から水平

方向の佃付縄を展張したため，先lこ勣ii方向の癬|

付匐で集められた15足ほどが，引続き水平方向の

創付繩へ移行するのを観察Ｌた。後の水平力･向の

創付和では延べ40尾ほどを観察したので，水平方

向の餌付縄を届張し終えてから築められたホラア

ナゴ細は，３尾程度と推察される。

誘引効果が主1こ臭いであるとすると，観察当時

の潮流が環境要因として考えられる。

着底時の観測では，】O度方向へ0.1 ノットの潮

流があった。しかし，水平方向の創付縋を東西方

向に展張している闘1こ，潮流は110 度方向へ0.2

ノットと，向きが逆転し若干逵くなった。さらに，

綟張後の観察中には禰旋は餌付縊の横から当たっ

ていた。

水平方向の餌付繩を屬張し終えてからの設il畤

間は，ｌ畤問10分程度であったから，流速を0.2

ノットとすると，この間|こ潮流は約430m 退む。

従って，餌の奥いは潮ドヘ430 m ぐらいまで逮

し，そのあたりまでに分布していたホラアナコ<H＼

か，水平方|;･】の餌付繩へ集まって来たと推察され

る。

また, Ohta 【】億3) によりホラアナゴ朋の分布

密度を，】O(X)平米当りおよそ２足とすると，水平

方向の創付祠が展張されてから襲まったX5尾は，

】2500平米余りに分倣していたことになる。こ れ

を。水平方向の剛付繩の艮さ25m で割り算すると

500rｌとなり，ほば潮流の退んだ距離に等しい。

4.2　 漁具の漁獲過程に関する研究方法に

ついて

底延縄は人陸顔斜面や海山漁場で有効な漁法と

され，水深200 『｜前後の大陸棚や瀬漁場に限られ

る鼠魚一本釣りと災なり， 深い海域でも操業が可

鴕である。伊り・小笠原諸島をかかえるｉ 京都菅

供の水城では，島周辺や瀬漁場での底延縄漁を禁

11こし底魚一本釣りの操業を肋け，合わせて水産資

黻の保護を行りている。禁止Ｍ域ｇ 外のところで

は，キンメ漁にみられるように水深400 ～600 m

ぐらいで庭延縄が盛んに行われている。ところが，

海底.t を底延糾が実際どのような状態で涙鬮して

I A UCTC^ 〒nr 丶ccnc匸a 口匸e匚あ口冖L』 ，|咄ｕ，

いるのか，研究サ４ドで調べた伊|はない．

東京都水産試験場では，餌に誘引されて集まる

魚類や行用海洋生物の生態を観察する目的で，竹

之内（198?）が，底延縄を模した餌付繩を（しん

かい21χχ）」のペイロードラックに積み込んで，八

丈鳥北西方向の黒瀬海城lご潜航した．残念ながら，

着底後すぐにツノザメに佃を顫から引っ張り出さ

れて，緊急浮上した．

餌付繩による深海生物のい襲状況を観察した調

査は今回を含めてすでsこ４回 行われたが，有元

（19郤）|こよれぱ，底延縄漁具に対する魚群行動

と漁獲過程についての研究を，欧米では水中テレ

ビや涓水艇を便った観察｛Hjgh ，19a｝）などＲ:

より行っている．したがって,またr 廴んかい200QJ

で楢航する機会があれば，より実物に近い餌付繩

を使い．フィールドにおける魚群行助の実態を明

らかにし．魚群と漁案との係わり合いを解明して

みたい．

一方，【しんかいａχχ】」を使って，餌籥ないし

佃袋を海底に持ち込み，深海生物の餌科へのい梟

状況を観察することは，かなり頻繁|こ行われてい

る【01蕕， 塰ｉ，北川ほか，Iｓ5，徳留，19a5，

柴・ ，19囹，黒木，19ｓ，安田，Iｓ7 ，平本，

】987，管生り ’［ 川，1田7］. この場合にも一歩迴

んで，介元（19魴）が指摘したような立場から，

簷網に対する行助の調査を継続してｒし ん かい

ｘｘ10」で行い．幽只・漁法の改良開 発に役立てる

必要があろう．
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立繩及び底延縄の形態をとる疑似漁具を使川す

ることについて，ご指導いただいた咬野瀏司令な

らびに「しんかい20（x）」運航部の方々4こ心から感

謝するとともに，母船「なつしま」噬ｎ 杵様のご

協力sこ対して，厚くお礼申し上げる．
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